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１．会社概要 ①沿革・関係会社

沿 革 2019年 8月23日 北海道エアポート株式会社設立

10月31日 北海道内７空港特定運営事業等 実施契約締結

2020年 1月15日 北海道内７空港ビル施設等事業 開始

6月1日 新千歳空港運営事業 開始

10月1日 旭川空港運営事業 開始

2021年 3月1日 稚内空港・釧路空港・函館空港・帯広空港・女満別空港運営事業開始
（道内７空港 上下一体運営開始）

関係会社 千歳空港給油施設株式会社（CFF）

※2020年10月1日 ： 新千歳空港ターミナルビルディング株式会社と合併

※2021年10月1日 ： 稚内空港ビル株式会社、釧路空港ビル株式会社、

帯広空港ターミナルビル株式会社、女満別空港ビル株式会社と合併

※2022年 4月1日 ： 札幌国際エアカーゴターミナル株式会社、

函館空港ビルデング株式会社、旭川空港ビル株式会社と合併

旭川 新千歳

帯広女満別函館

稚内釧路
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従業員数

組 織 図

６９１名（２０２２年１２月１日現在）※出向者含む

１．会社概要 ②組織図
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※滑走路：新千歳 3,000m×2、函館 3,000m×1、釧路・旭川・帯広・女満別 2,500m ×1、稚内 2,200m ×1

（国管理）
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※北海道内7空港： 国管理 4（新千歳・稚内・釧路・函館）, 市管理 2（旭川・帯広）, 道管理 1（女満別）

（参考）道内－道外間 機関別輸送量

■旅客（万人）※2019年度

■貨物（万トン）※2018年度

（86.8％）

（7.3％）

航空のシェア
約0.3％

（84.7％）

（7.6％）

（7.4％）

（0.3％）

（注）内航海運は暦年値で、単位は万フレート・トン

2,202 

185 
151 

航空

船舶

ＪＲ

航空のシェア
約86.8％

（5.9％）

２．道内空港における７空港の位置づけ ①空港位置図
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1,951 

153 

104 

82 
81 

66 
20 

60 新千歳

函館

旭川

釧路

女満別

帯広

稚内

６空港

北海道13空港
350万人

（前年比▲約14.5％）

国内線旅客数

北海道13空港
2,516万人

（前年比▲約1.7％）

331 

15 4 

新千歳

函館

旭川

国内線旅客数

2,456 万人

国際線旅客数

350 万人 10.9 万回 16.9 万トン 1.6 万トン

（道内シェア：約98％）

着陸回数 国内貨物取扱量 国際貨物取扱量

（道内シェア：100％） （道内シェア：約91％） （道内シェア：約100％） （道内シェア：100％）

（出典：空港管理状況調書）

国際線旅客数

※新千歳で約8割（国内2位） ※新千歳で9割以上（国内6位）

※女満別・釧路・帯広
３空港計0.2万人

２．道内空港における７空港の位置づけ ②旅客数・着陸回数（２０１９年度）
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0.5 新千歳

函館

旭川

釧路

女満別

帯広

稚内

６空港 1.6 

新千歳

6

国内貨物取扱量

北海道13空港
16.9万トン

（前年比▲約7.7％）

北海道13空港
1.6万トン

（前年比▲約30.0％）

国際貨物取扱量

6

国内線旅客数

2,456 万人

国際線旅客数

350 万人 10.9 万回 16.9 万トン 1.6 万トン

（道内シェア：約98％）

着陸回数 国内貨物取扱量 国際貨物取扱量

（道内シェア：100％） （道内シェア：約91％） （道内シェア：約100％） （道内シェア：100％）

２．道内空港における７空港の位置づけ ③貨物取扱量（２０１９年度）

※新千歳で約9割（国内4位） ※新千歳で100%（国内7位）

（出典：空港管理状況調書）
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新千歳空港の貨物取扱量の推移

国内

◆新千歳の国内貨物：２０２１年度以降、回復基調にあるが、コロナ禍前の取扱量を取り戻し切れていない状況が続く。

◆新千歳の国際貨物：２０２２年度後半の日本政府の水際対策緩和に伴い、国際定期旅客便の復便が進んだ事で、

国際貨物を取り扱う外国航空会社が増加（詳細は次項）、輸出入貨物の新千歳直行便利用率も上昇傾向。

◆新千歳以外の６空港も、近年は漸減傾向であったが、運航率の回復と合わせ、取扱物量が上向き始めている。
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６空港貨物取扱量の推移（新千歳以外）

函館 旭川 釧路

※2022年度実績は23.1月分までの累計

トン

※2022年度実績は23.1月分までの累計

トン

３．貨物取扱量の推移 ７空港（２０１７年度～２０２２年度1月）
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◆コロナ禍以降の復便 ・ 新規就航は以下の通り。（★：国際貨物の取扱い有り）

路線 就航日 運航状況(週)

７月１７日 7往復

７月２１日 １４往復

８月４日 ４往復

１０月３０日 １４往復

１２月１日 ７往復

１１月３０日 ７往復

１２月２３日 ７往復

８月２６日 ７往復

１０月１６日 ７往復

１０月２８日 ７往復

１２月１日 ７往復

１１月４日 ３往復

１２月１日 ７往復

１２月１日 ４往復

１２月２日 ７往復

台湾経由便 １１月１日 ３往復

直行便 １１月２日 ４往復

１２月２日 ４往復

１月３日 ３往復

シンガポール

バンコク

釜山
ジンエアー

キャセイパシフィック航空

タイ・エアアジアX

タイ国際航空

仁川

台北

香港

バティックエア・マレーシア（台北経由）
クアラルンプール

エアアジアX

航空会社

大韓航空

ティーウェイ航空

アシアナ航空

済州航空

スクート

ジンエアー

エアプサン

チャイナエアライン

タイガーエア台湾(新規)

スターラックス航空(新規)

エバー航空

香港航空

注 最新の運航状況については、各航空会社のホームページ等をご確認ください。

◆運航：７路線 ・ １２３往復／週注

コロナ禍以前(２０年１月)：２６路線 ・２１７往復／週

◆コロナ禍以前と比較し、約３割の路線が復便

１月４日時点

➡ コロナ禍以前（１９年冬季スケジュール）の運航計画路線
➡ ２２年１２月時点の就航路線

（出典：当社 新千歳空港HP）

ｙｙ

４．新千歳空港 新規就航・運航再開 国際旅客定期便 （１月時点）
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■物産展概要（主催：北海道エアポート株式会社）

・名 称：北海道スイーツ＆リカーフェア

・後 援：道産食品輸出拡大会議

※構成員：農林水産省北海道農政事務所、経済産業省北海道経済産業局、北海道、

(独)日本貿易振興機構（JETRO）、(一社)北海道食産業総合振興機構（フード特区機構）、

(一社)北海道貿易物産振興会、北海道経済連合会、北海道エアポート

・会 場：①台北 大葉高島屋

②高雄 漢神アリーナ店（漢神巨蛋購物廣場）

・日 程：①2021年 8月 1日～ 8月30日

②2021年 7月30日～ 8月31日

・商 品：道内企業11社から28種類・約4,800品、約1.5トンを出展

大葉高島屋 漢神アリーナ店 販売風景

区分 出 展 企 業 名 地 域 出 展 商 品

ス

イ

ー

ツ

㈱三星 苫小牧 ハスカップラングドシャ

ＪＡオホーツク網走 網走 グリッシーニ（焼菓子）

グリーンズ北見㈱ 北見 乾燥野菜スープ

㈱タクミナフード 千歳 フルーツゼリー

㈱北武フーズ 札幌 スプレッド（ジャム）

木田製粉㈱ 札幌 パンケーキミックス

㈱宮田屋珈琲 札幌 ドリップコーヒー

㈱札伸貿易 札幌 甘草のど飴

リ

カ

ー

上川大雪酒造㈱ 碧雲蔵 帯広 日本酒

網走ビール㈱ 網走 地ビール

福田海産㈱ 函館 海鮮珍味

○販路確保・物流コストの低減が課題→ 輸出希望者の負担軽減を実現

○台湾で北海道観光PRを実施→ アフターコロナの北海道への誘客促進

※主に輸出実績の無い/少ない事業者を対象に輸出拡大を図る

５．HAPの取り組み ①台湾向け輸出事業（台湾物産展）
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• シンガポールの現地系小売店舗にて道産食品のテスト販売を実施する予定。

• 新千歳空港からの直行便（スクート）を利用した、海外での道産食品の販路開拓に向けた取り組み。

• 販売が好調な商品は、今後の継続的な輸出が見込まれ、道産食品の販路拡大に貢献。

• 道内企業 22社より65品の申込有り。（生産者募集においては、GFPコミュニティを活用）

> 書類審査の結果：16社44品が通過（2023年1月26日にサンプル品として輸出済み、現物審査実施）

> 現物審査の結果：10社23品が通過（生産者との出荷調整後、2023年3月28日に対象商品を輸出予定）

• ４月中旬より1か月間テスト販売開始。

■シンガポール ローカルストアでの道産食品テスト販売（道産食品販路開拓）

※ 輸出商品例

<農産加工品（シイタケ）> <玉ねぎポタージュ> <日本酒><農産加工品（じゃがいも）>

５．HAPの取り組み ②シンガポール向け輸出事業（ローカルストアでの定番獲得の為のテスト販売）
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◆新千歳－仁川線の早期復便を実現すると共に、将来的に当社運営７空港と仁川国際空港間の航空路線の
新規就航および利用促進等を目的に、仁川国際空港公社と業務協約（覚書）を締結。

項 目 概 要

名 称 北海道内７空港・仁川国際空港線の利用促進等に関する業務協約（覚書）

目 的
両社が相互に連携・協力し、HAP運営７空港と仁川国際空港間の航空路線を活用した旅客および

貨物輸送の促進ならびに観光促進を図ることを目的とする。

内 容

１．当社運営７空港と仁川国際空港間の航空路線を活用した旅客・乗継

および貨物増大に向けた共同マーケティング

２．北海道、韓国の観光および航空輸送ならびに空港運営業務等に関する情報交換

３．その他、当社運営７空港と仁川国際空港間の航空路線利用促進のため、

両者が協議で定めた事項

締 結 日 ２０２１年９月２８日

今後の取組
１．新千歳－仁川線における貨物臨時便・旅客便の復便に向けた共同支援策についての協議

２．国際線再開に関する定期的な意見交換と情報共有

５．HAPの取り組み ③仁川国際空港公社との連携協定の締結
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運 航 概 要

運航期間 2022年6月16日 運航

スケジュール
仁 川 10:25発 → 新千歳 13:25着

新千歳 14:55発 → 仁 川 18:10着

機 材 Ｂ７３７ー８００ＳＦ

◆ ２０２２年６月、韓国唯一の貨物専門航空会社Air Incheon CO.,LTDが、同社初となる新千歳ー仁川線
の運航を開始。

◆ HAPと仁川国際空港公社共同で営業活動を行い実現。本業務協約に基づく、貨物面における初の成果。

◆ 北海道の主な輸出品は生鮮食品であり、鮮度が商品価値を大きく左右する。空輸の利点である「速達性」を活か
し、鮮度を保ったまま、海上輸送の半分以下の時間で韓国内の消費者に届けることが可能に。

初便搭載貨物
（北海道産ホタテ14t）

貨物搭載時の様子初便運航時 記念撮影

５．HAPの取り組み ③仁川国際空港公社との連携協定の成果
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◆国際貨物ターミナル輸出上屋への荷捌き用上屋拡張工事を実施。荷捌き時の雨風雪を避け、
取扱品質の向上を図る。

◆ 2023年3月～2023年11月まで

【計画平面図】 【完成イメージ図】

５．HAPの取り組み 輸出上屋 荷捌き用上屋拡張


